
経済センサス‐活動調査研究会の開催について 

 

 

平 成 2 6 年 ５ 月 １ 日 

総務省統計局統計調査部経済統計課 

経済産業省大臣官房調査統計グループ構造統計室 

 

 

 １ 目的 

経済センサス‐活動調査の調査内容、調査方法、集計事項等の改

善に資するとともに、調査の在り方について検討することを目的と

して、「経済センサス-活動調査研究会」を開催する。 

 

２ 検討事項 

(1) 調査内容、調査方法等について 

(2) 経済センサス‐活動調査の在り方について 

(3) その他 

 

３ 構成員 

(1) 本研究会の構成員は別紙のとおりとする。 

(2) 必要に応じ、審議協力者として、総務省統計局統計調査部経済

統計課長及び経済産業省大臣官房調査統計グループ構造統計室

長が指名する構成員以外の者の参加を求めることができる。 

 

４ 分科会 

  本研究会は必要に応じ、分科会を開催することができる。 

 

 ５ 開催 

   年数回開催 

 

 ６ 運営 

本研究会の庶務は、総務省統計局統計調査部経済統計課におい

て処理する。 

 

資料１ 



別 紙 

 

経済センサス‐活動調査研究会の構成員等 

 

 

 

◎  清水 雅彦 慶應義塾常任理事 

 

 菅  幹雄 

 

法政大学経済学部教授 

 近藤 正彦 中央大学経済学部兼任講師 

専修大学経済学部兼任講師 

 

 

 

（敬称略・◎は座長） 

 

 

 

＜総務省出席者＞ 

総務省統計局統計調査部長 

総務省統計局統計調査部調査企画課長 

総務省統計局統計調査部経済統計課長 

総務省統計局統計調査部経済統計課調査官 

総務省統計局統計調査部経済基本構造統計課長 

 

 

＜経済産業省出席者＞ 

 経済産業省大臣官房調査統計グループ統計企画室長 

経済産業省大臣官房調査統計グループ構造統計室長 

経済産業省大臣官房調査統計グループ構造統計室統括統計官 


